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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号11平成 28 年（ 2 0 1 6 ）せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 11 月 13 日（火）加計呂麻島ハーフマラソンといっちゃむん市場 1 周年感謝祭

まちの人口と世帯
平成 28 年 9 月末日現在　

人口
9,168 人（前月比‐6）　

人口（男）
4,415 人（前月比‐8）

人口（女）
4,753 人（前月比 +2）　

世帯数
5,239 人（前月比‐3）　

i

100 円均一バス料金試験運行、開始。



１
０
０
円
バ
ス
試
験
運
行
開
始

　

自
家
用
車
、
船
、
タ
ク
シ
ー
、
バ

ス
な
ど
瀬
戸
内
町
で
は
、
様
々
な
交

通
手
段
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
の
中
で
も
各
集
落
間
や
船
の
待

合
所
な
ど
を
結
ぶ
バ
ス
は
、
高
齢
者

や
学
生
な
ど
の
車
を
持
た
な
い
人
に

と
っ
て
、
通
学
や
買
い
物
な
ど
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
交
通

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
地
方
の
バ
ス

利
用
者
は
、年
々
減
り
続
け
て
お
り
、

運
営
の
ほ
と
ん
ど
が
公
費
に
よ
っ
て

助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
※
１
）

　

町
民
に
た
く
さ
ん
利
用
し
て
も
ら

う
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
10
月
１
日

よ
り
、
１
０
０
円
バ
ス
の
実
証
実
験

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

試
験
運
行
後
は
、
利
用
状
況
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
分
析
し
、
効
果
の

検
証
を
行
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
瀬
戸
内
町
の
大
切
な
公

共
交
通
「
ま
ち
の
バ
ス
」
に
つ
い
て

特
集
し
ま
す
。

瀬戸内海
かい

浜
ひん

バス
求さゆりさん（左）と徳重美由紀さん（右）

※ 2　ヒヤリハットとは、結果的に事故に至らなかったが、危険であった事例の
ことで、この事例を集めることで重大な事故を予防することができる。

※ 1　平成 26 年度決算　県 2,057 万円、町 5,969 万円の補助金

廃
止
さ
れ
た
バ
ス

　

過
去
に
本
島
側
と
加
計
呂
麻

島
の
バ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

民
間
事
業
者
が
運
営
し
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
が
減
り
続

け
る
中
、
運
営
が
成
り
立
た
な

く
な
り
、
撤
退
や
倒
産
。

　

現
在
は
、
瀬
戸
内
町
廃
止
路

線
代
替
バ
ス
等
補
助
金
交
付
要
綱

に
基
づ
き
、
町
の
公
費
を
用
い
な

が
ら
、
事
業
を
引
き
継
い
だ
瀬
戸

内
海か
い

浜ひ
ん

バ
ス
と
加
計
呂
麻
バ
ス
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

想
い
を
乗
せ
て
走
る
バ
ス

　

実
際
に
バ
ス
に
乗
っ
て
、
利
用

者
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
買
い
物
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

「
病
院
に
行
き
ま
し
た
」

「
主
人
の
お
見
舞
い
に
」

「
月
に
一
度
の
お
墓
参
り
に
行
く

と
こ
ろ
で
す
」

「
孫
の
運
動
会
へ
」

　

ま
ち
の
バ
ス
は
、
人
や
荷
物
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
「
想
い
」
を

乗
せ
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

「
バ
ス
は
お
年
寄
り
の
方
が
買

い
物
や
病
院
に
行
っ
た
り
、
学

生
の
方
が
通
学
し
た
り
、
車
が

な
い
方
の
生
活
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
語
る
海
浜
バ
ス
窓
口
の

事
務
員
さ
ん
。

　

特
に
お
年
寄
り
の
乗
車
が
多

い
た
め
、
工
夫
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

「
段
差
を
解
消
し
、
乗
り
や
す

く
す
る
た
め
に
踏
み
台
を
用
意

し
た
り
、
荷
物
の
運
搬
を
介
助

し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
バ
ス
に
乗

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
毎
日
の
点
検
や
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
（
※
2
）
の
会
議
を

行
な
う
な
ど
常
に
安
全
な
運
行

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

インタビュー
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加計呂麻バス
瀬戸口豊さん（左）と林範孝さん（右）

運転免許証を返納すると、海浜バス、加計呂麻バス、
道の島バスが半額、瀬戸内タクシーが１割引きにな
る制度。
対象：65 歳以上の方
申請場所：瀬戸内警察署
必要：本人が申請、運転免許証、印鑑
お問い合わせ：瀬戸内警察署 72-0110

瀬戸内海浜バス、加計呂麻バス、フェリーかけろま、
せとなみが無料になる制度。
対象：80 歳以上の方
申請場所：保健福祉課　介護福祉係
必要：身分証（保険証など）、印鑑、
　　　写真（たて 3cm ×よこ 2.5cm）
お問い合わせ：保健福祉課介護福祉係 72-1068

こんな制度も！高齢者向けのバスがお得になる制度

100 円バスのこと「まとめ」ました

※ 3　デマンドバスとは、利用者がバスの事業者へ電話し、連絡があった場合
のみ、事業者がバスを運行する方式のこと。

高齢者運転免許自主返納制度 80 歳以上高齢者無料乗船乗車制度

そ
う
だ
、
バ
ス
で
行
こ
う
！

①
う
み
カ
フ
ェ
に
行
こ
う
！

　

今
年
８
月
に
海
の
駅
２
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
う
み
カ
フ
ェ
は
、
高
齢
者

の
集
い
の
場
や
多
世
代
交
流
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
飲
み
物
が
１
０
０
円
の
ほ
か
、
血

圧
計
や
体
脂
肪
計
、
本
、
雑
誌
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。
月
に
一
度
、「
ま

ち
の
保
健
室
」
と
題
し
た
、
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
開
所
日　

毎
週
火
・
木
・
土

※
お
盆
、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
か

ら
1
月
3
日
）
は
お
休
み
で
す
。

■
時
間　

午
後
１
時
～
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
７
２
‐
１
０
６
８

②
実
久
ブ
ル
ー
を
見
に
行
こ
う
！

　

加
計
呂
麻
島
の
西
の
果
て
実
久
集

落
の
海
岸
は
、
サ
ン
ゴ
礁
と
遠
浅
の

海
岸
が
織
り
な
す
、
美
し
い
景
色
で

す
。
海
の
深
さ
で
変
わ
る
青
色
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
実
久
ブ
ル
ー
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

休
憩
所
や
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
す
。

100
⑥想定されるメリット（長所）
利用者の負担が軽減され、利用者が増える。

⑤想定されるデメリット（短所）
赤字分は町が負担するため、利用者が少ない場合、
財政負担がさらに増える。

①試験期限は、
平成29年3月31日まで

③試験区間内は、
どこで降りても 100 円 ④試験予算は、663万円

②試験区間は、

西古見～古仁屋線（最大 1,380 円区間）と

実久～瀬相線（最大 700円区間）

「
バ
ス
は
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま

の
入
港
に
合
わ
せ
て
お
り
、
島

民
の
買
い
物
や
診
察
な
ど
、
生

活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
公
共

交
通
で
す
」
と
語
る
加
計
呂
麻

バ
ス
の
瀬
戸
口
さ
ん
。

　

バ
ス
を
利
用
し
た
荷
物
の
運

搬
や
新
聞
の
引
き
渡
し
サ
ー
ビ

ス
、
自
宅
近
く
で
停
車
す
る
な

ど
バ
ス
の
利
便
性
を
向
上
す
る

工
夫
や
、
車
両
の
点
検
を
欠
か

さ
ず
に
行
い
、
安
全
運
航
に
努

め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、「
た
と
え
集
落
の

利
用
者
が
一
人
に
な
っ
て
も
デ

マ
ン
ド
バ
ス
（
※
3
）
を
活
用

し
、
バ
ス
の
運
行
を
で
き
る
限

り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

インタビュー
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平成28年10月1日～平成29年3月31日
100 円バス試験運行のアンケート実施中

あなたの

「想い」
が必要です

このアンケート回収箱が目印です !
　回収箱は、瀬戸内町役場、瀬相待合所、大湊海浜バス

待合所に設置しています。アンケート用紙は、上記のほ

か、バス車内にも設置しています。
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平成 28 年 10 月発行 

 
発行／鹿児島県瀬戸内町議会 編集／議会報編集委員会 〒894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 

 

～決算審査特別委員会審査状況 （写真上、右下）～ 
研修の一環として議会を傍聴する新規採用職員（写真左下） 
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陸
上
自
衛
隊
奄
美
駐
屯
地

（
仮
称
）
配
備
に
伴
い
、
営
業

移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

損
失
に
つ
い
て
、
農
業
生
産
法

人
（
株
）
あ
さ
ば
な
と
の
損
失

補
償
契
約
で
す
。

主
な
補
償
内
容
は
、
営
業
移

転
に
要
す
る
経
費
及
び
そ
の
移

転
等
に
伴
い
生
じ
る
損
失
に
対

す
る
補
償
金
と
し
て
、
３
千
万

円
及
び
営
業
移
転
用
土
地
と
し

て
、
町
有
地
１
０
８
１
㎡
（
地

目
：
水
道
用
地
）
で
あ
り
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
奄
美
駐
屯
地
瀬

戸
内
分
屯
地
（
仮
称
）
の
用
地

と
し
て
節
子
字
犬
山
６
８
４
番

地
の
一
部
ほ
か
１
８
筆
の
町
有

地
を
防
衛
省
へ
売
払
う
も
の
で

す
。
売
払
い
内
容
は
、
土
地
面

積
１
７
万
３
７
２
７
・
６
２
㎡
、

売
買
価
格
２
億
４
９
０
万
円
で

あ
り
ま
す
。

主
な
工
事
内
容
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
、
総
面
積

６
９
２
・
２
㎡
を
行
な
う
も
の

で
、
勇
・
里
山
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
と
３
億
１
３
２
０

万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。

当
初
、
寿
工
業
株
式
会
社
（
い

ち
き
串
木
野
市
）
と
５
億
５
１

８
８
万
円
で
契
約
し
て
い
ま
し

た
が
、
船
殻
工
事
、
艤
装
工
事
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

汚
物
処
理
器
、
運
航
情
報
モ
ニ

タ
ー
等
の
追
加
を
行
な
う
も
の

で
す
。

変
更
後
の
請
負
金
額
は
、
７

８
１
２
万
円
増
の
６
億
３
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
積
立
金
と

し
て
２
億
９
２
３
０
万
円

主
な
内
容
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
２
億
９
２
３
０
万
円
、

公
共
施
設
維
持
管
理
基
金
積
立

金
１
億
円
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
損

失
補
償
費
３
０
０
０
万
円
、
定

住
促
進
住
宅
助
成
４
０
０
万
円
、

地
域
型
保
育
給
付
負
担
金
４
１

３
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。 

ま
た
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
収

束
に
伴
い
果
実
買
上
料
４
４
０

０
万
円
、
焼
却
施
設
解
体
に
伴

う
入
札
残
２
０
３
４
万
６
千
円

な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。 

総
額
３
億
８
２
７
９
万
６
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま

代
替
船
建
造
請
負
変
更

契
約

第３回（９月）定例会では、決算議案 件、補正予算議案 ０件、条例改正議案１件、契約

議案３件、人事議案２件、その他議案３件の計３０件の議案を審議し、それぞれ可決しました。

また、平成 ７年度各会計決算議案については、決算審査特別委員会（委員長 向野 忍、副

委員長 池田啓一）を設置して審査を行い、最終日に委員長から審査報告がなされ、意見書（次

頁に掲載）を町当局へ提出しました。（各会計決算額状況については町広報誌に掲載のため、割

愛しました。）主な議案の要旨は次のとおりです。

町
有
財
産
の
売
払
い

阿
木
名
小
中
学
校
体
育

館
建
築
工
事
契
約

損
失
補
償
契
約

人
権
擁
護
委
員
に

高
野

洋
志
氏

（
６６
歳

阿
鉄
）

教
育
委
員
会
委
員
に

平
島

さ
よ
り
氏

（
４６
歳

古
仁
屋
）

一
般
会
計
補
正
予
算

第
２
号

 

第
３
回
定
例
会
で
は
、
７
名

の
議
員
が
町
政
全
般
に
亘
り
、

質
問
・
提
言
等
を
行
な
い
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、

記
事
に
関
し
て
は
、
質
問
議
員

の
責
任
に
お
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
一
般
質
問
の
詳
細
に

つ
い
て
は
町
立
図
書
館
に
て

「
会
議
録
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

議
員

自
衛
隊
基
地
整
備

事
業
に
つ
い
て

自
衛
隊
基
地
の
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
熊
本
防
衛
支
局

発
注
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、

土
木
実
施
設
計
な
ど
の
業
務
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
道
犬
山
ヨ
ン
ゴ
線

の
仮
設
道
路
工
事
が
１０
月
中
に

着
工
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
不
動
産
売
買
契
約
の
議

決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

防
衛
省
に
お
け
る
諸
手
続
き
終

了
後
に
契
約
が
締
結
さ
れ
、
１０

月
中
に
町
発
注
の
旧
養
豚
団
地

解
体
工
事
が
着
工
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て

私
有
林
と
の
協
議
状
況
を
伺

い
ま
す
。

町
長

私
有
林
と
の
協
議
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
関
係

者
と
の
最
終
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
な
る
べ
く
早
期
の
国
立
公

園
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

議
員

登
録
前
の
担
保
と
な
る

国
立
公
園
化
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

町
長

現
在
、
関
係
者
と
の
最

終
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
調
整

後
は
住
民
の
意
見
を
聞
く
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
１
か
月
間

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

早
く
て
、
平
成
２９
年
「
春
」
ま

で
に
国
立
公
園
指
定
を
目
標
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

安
全
・
安
心
対
策
に

つ
い
て

古
仁
屋
市
街
地
を
流
れ
る
仲

里
川
と
仲
金
久
川
上
流
の
土
砂
、

雑
草
木
の
除
去
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
市
街
地
を
流
れ

る
県
管
理
の
２
級
河
川
仲
里
川

と
仲
金
久
川
上
流
の
土
砂
、
雑

草
木
の
除
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、

 
１． 町税・使用料等の徴収態勢の強化を図るために、担当課が連携をして一丸となった滞納

対策に努められたい。

２． 各特別会計の運営は、独立採算性に基づき、一般会計からの繰入れに委ねることなく、

健全な運営に鋭意努められたい。

３． 国立公園指定・世界自然遺産登録に向けて、町民の環境に対する意識の向上及び機運の

醸成を図るとともに、本町への拠点施設の設置促進に努力されたい。

４． 廃止路線代替バス等運行費補助金事業において、適正な補助金申請の審査に努められた

い。

５． フェリーかけろまの航送料については、町民や観光客が利用しやすい料金設定に努めら

れたい。

６． 景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな産業へ

シフトできるよう情報提供等に特段の努力をされたい。

７． 古仁屋高校の振興対策については、更なる学校の努力と町の支援策の推進を図り町外生

徒の受け入れ体制の充実と積極的なＰＲ活動に努められたい。

中村義隆議員 
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第
３
回
定
例
会
で
は
、
７
名

の
議
員
が
町
政
全
般
に
亘
り
、

質
問
・
提
言
等
を
行
な
い
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、

記
事
に
関
し
て
は
、
質
問
議
員

の
責
任
に
お
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
一
般
質
問
の
詳
細
に

つ
い
て
は
町
立
図
書
館
に
て

「
会
議
録
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

議
員

自
衛
隊
基
地
整
備

事
業
に
つ
い
て

自
衛
隊
基
地
の
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
熊
本
防
衛
支
局

発
注
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、

土
木
実
施
設
計
な
ど
の
業
務
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
道
犬
山
ヨ
ン
ゴ
線

の
仮
設
道
路
工
事
が
１０
月
中
に

着
工
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
不
動
産
売
買
契
約
の
議

決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

防
衛
省
に
お
け
る
諸
手
続
き
終

了
後
に
契
約
が
締
結
さ
れ
、
１０

月
中
に
町
発
注
の
旧
養
豚
団
地

解
体
工
事
が
着
工
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て

私
有
林
と
の
協
議
状
況
を
伺

い
ま
す
。

町
長

私
有
林
と
の
協
議
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
関
係

者
と
の
最
終
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
な
る
べ
く
早
期
の
国
立
公

園
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

議
員

登
録
前
の
担
保
と
な
る

国
立
公
園
化
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

町
長

現
在
、
関
係
者
と
の
最

終
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
調
整

後
は
住
民
の
意
見
を
聞
く
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
１
か
月
間

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

早
く
て
、
平
成
２９
年
「
春
」
ま

で
に
国
立
公
園
指
定
を
目
標
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

安
全
・
安
心
対
策
に

つ
い
て

古
仁
屋
市
街
地
を
流
れ
る
仲

里
川
と
仲
金
久
川
上
流
の
土
砂
、

雑
草
木
の
除
去
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
市
街
地
を
流
れ

る
県
管
理
の
２
級
河
川
仲
里
川

と
仲
金
久
川
上
流
の
土
砂
、
雑

草
木
の
除
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、

 
１． 町税・使用料等の徴収態勢の強化を図るために、担当課が連携をして一丸となった滞納

対策に努められたい。

２． 各特別会計の運営は、独立採算性に基づき、一般会計からの繰入れに委ねることなく、

健全な運営に鋭意努められたい。

３． 国立公園指定・世界自然遺産登録に向けて、町民の環境に対する意識の向上及び機運の

醸成を図るとともに、本町への拠点施設の設置促進に努力されたい。

４． 廃止路線代替バス等運行費補助金事業において、適正な補助金申請の審査に努められた

い。

５． フェリーかけろまの航送料については、町民や観光客が利用しやすい料金設定に努めら

れたい。

６． 景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな産業へ

シフトできるよう情報提供等に特段の努力をされたい。

７． 古仁屋高校の振興対策については、更なる学校の努力と町の支援策の推進を図り町外生

徒の受け入れ体制の充実と積極的なＰＲ活動に努められたい。

中村義隆議員 
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限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
あ
り
ま

す
が
、
随
時
伐
採
等
を
行
な
っ

て
い
く
計
画
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
２
級
河
川
仲
里
川

終
点
（
古
仁
屋
小
学
校
裏
門
）

か
ら
上
流
に
向
け
て
は
、
町
管

理
の
準
用
河
川
仲
里
川
で
あ
り
、

建
設
課
で
伐
採
等
の
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

健
康
増
進
に
つ
い

て
公
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
清
水
公
園
内
に

適
地
の
選
定
を
行
な
い
、
整
備

に
向
け
て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
財
源
確
保
に
つ
い
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
補
助
事
業
を
勘

案
し
、
町
の
負
担
が
最
小
限
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
の
代
表

や
、
そ
の
他
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
関
係
者
と
協
議
を
進
め
て

い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

議
員

「
加
計
呂
麻
島
展

示
・
体
験
交
流
館
」
に
つ
い

て
加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流

館
を
オ
ー
プ
ン
後
、
メ
ー
ン
で
あ

っ
た
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」

の
ト
ラ
さ
ん
の
展
示
物
が
撤
去

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
オ
ー
プ
ン
し
て
、
い
つ
撤

去
に
な
っ
た
の
で
す
か
。 
 

商
工
観
光
課
長

平
成
２７
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
７
月
末
に

閉
鎖
し
ま
し
た
。

 

議
員

撤
去
し
た
理
由
は
何
で

す
か
。

商
工
観
光
課
長

松
竹
と
の
支

払
い
の
件
に
つ
い
て
、
協
議
が

整
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

議
員

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
契

約
が
成
立
し
な
か
っ
た
と
い
う

が
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
そ
ん
な

こ
と
を
す
る
の
で
す
か
。

町
長

私
が
町
長
に
な
っ
た
あ

と
、
撤
去
を
決
断
し
ま
し
た
。

松
竹
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
使
用

料
３
ヶ
月
分
、
展
示
室
作
成
料
、

展
示
室
建
具
製
作
料
な
ど
で
、

２
４
０
０
万
の
提
示
金
額
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
著
作
権
料
等
も
毎

年
か
か
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

「
こ
の
ま
ま
ト
ラ
さ
ん
ブ
ー
ス

を
あ
の
施
設
の
中
で
続
け
て
い

い
の
か
？

採
算
が
と
れ
る
の

か
？

ト
ラ
さ
ん
ブ
ー
ス
で
人

を
呼
べ
る
の
か
？
」

そ
れ
ら
の
こ
と
を
役
場
内
で

協
議
し
た
結
果
、
松
竹
と
の
関

係
を
一
度
清
算
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
再
度
交
渉

を
し
て
、
松
竹
に
は
１
６
９
万

円
を
支
払
い
ま
し
た
。

将
来
の
、
加
計
呂
麻
島
展
示

体
験
交
流
館
を
考
え
て
い
く
な

か
で
、
著
作
権
料
を
含
め
た
支

払
い
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
の
展
示
体
験
交
流
館
の
経

営
自
体
に
、
ま
た
町
全
体
の
運

営
に
支
障
を
き
た
す
、
と
い
う

判
断
の
も
と
、
松
竹
の
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
の
展
示
物
は
撤
去

し
ま
し
た
。

議
員

い
ま
町
長
が
、
２
千
何

百
万
円
の
請
求
が
き
た
と
い
わ

れ
ま
し
た
。

２
千
何
百
万
円
と
い
う
、
と
ん

で
も
な
い
金
額
を
請
求
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
オ

ー
プ
ン
前
に
き
ち
ん
と
松
竹
と

詰
め
て
い
な
い
。

い
く
ら
請
求
さ
れ
る
の
か
わ

か
ら
な
い
ま
ま
オ
ー
プ
ン
す
る
。

そ
ん
な
事
業
が
あ
る
ん
で
す
か
。

そ
ん
な
の
は
最
初
に
計
画
し

た
段
階
で
、
建
設
に
着
工
す
る
前

に
、
松
竹
と
ど
う
い
う
契
約
で
運

営
す
る
の
か
、
決
め
た
う
え
で
や

る
の
が
普
通
で
し
ょ
う
。

オ
ー
プ
ン
し
た
あ
と
も
、
松
竹

か
ら
請
求
が
来
る
ま
で
、
こ
れ
か

ら
毎
年
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
著
作
権
料
が
い
く
ら

に
な
る
の
か
さ
え
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
町
政
の
い
い
加
減
さ
を
、

私
は
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

議
員

公
共
事
業
に
つ
い

て１
．
現
在
の
発
注
状
況

２
．
こ
れ
か
ら
の
展
開

３
．
公
共
事
業
に
対
す
る
町
の

姿
勢

元井直志議員 

澤 佳男議員 

 

町
長

１
．
建
設
課
サ
イ
ド
に

お
け
る
現
在
の
発
注
状
況
は
、

町
道
の
改
良
舗
装
事
業
が
５
路

線
、
防
災
・
安
全
事
業
が
１
路

線
、
橋
梁
の
補
修
事
業
が
２
橋
、

県
単
急
傾
斜
事
業
が
２
地
区
、

林
道
の
改
良
舗
装
事
業
が
３
路

線
、
林
道
の
県
単
事
業
が
１
地

区
、
住
宅
の
改
修
事
業
が
２
棟

で
、
発
注
率
は
７０
％
で
あ
り
ま

す
。

２
．
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２８
年
度
事
業

の
町
道
整
備
に
あ
た
っ
て
、
辺

地
対
策
事
業
か
ら
奄
振
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
へ

の
移
管
に
よ
り
、
事
業
費
の
増

額
に
よ
る
早
期
整
備
に
努
め
て

お
り
、
今
後
も
新
規
事
業
の
導

入
に
お
い
て
は
、
高
率
補
助
の

採
択
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．
公
共
事
業
に
対
す
る
町
の

姿
勢
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
国

庫
補
助
事
業
や
県
補
助
の
特
定

離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事

業
の
有
効
活
用
と
公
共
事
業
の

予
算
確
保
に
努
め
、
産
業
の
振

興
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員

チ
ー
ム
「
せ
と
う

ち
」
に
つ
い
て

進
捗
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
展

開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

私
が
、
町
民
に
示
し
た

「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
は
、
町
民
や
全
国
の
郷
友

会
が
望
ん
で
き
た
政
策
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
実
現

で
き
な
か
っ
た
困
難
な
仕
事
で

あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
真
の
幸

せ
の
た
め
、
実
現
に
向
け
全
身

全
霊
で
挑
戦
し
て
お
り
、
確
実

に
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
お
い
て

も
、「
未
来
に
責
任
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
、「
瀬
戸
内
創
生

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
実
行
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

瀬
戸
内
町
の
農
業

に
つ
い
て

１
．
ア
ボ
カ
ド
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
展
開

２
．
イ
ノ
シ
シ
対
策

３
．
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
対
策

町
長

１
．
現
在
、
ア
ボ
カ
ド

生
産
部
会
へ
５６
名
の
加
入
申
し

込
み
が
あ
り
、
う
ち
１６
名
が
植

栽
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
情
報
の
共
有
と
技
術

的
な
課
題
解
決
を
図
り
、
苗
木

供
給
体
制
及
び
生
産
者
組
織
の

育
成
・
販
売
体
制
の
確
立
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

２
．
平
成
２３
年
度
よ
り
鳥
獣
被

害
対
策
事
業
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ

の
侵
入
防
護
柵
等
を
整
備
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
本
事
業
を

活
用
し
イ
ノ
シ
シ
を
主
に
被
害

防
止
対
策
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

３
．
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２８
年
７
月
１４

日
付
け
で
植
物
防
疫
法
に
基
づ

く
緊
急
防
除
が
解
除
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
対
策
と
し
ま
し

て
は
、
月
２
回
の
ト
ラ
ッ
プ
調

査
と
年
２
回
の
寄
生
果
実
調
査

を
実
施
し
、
再
侵
入
防
止
対
策

に
今
後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
員

町
政
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
は
６
月
議

会
で
は
芦
瀬
地
区
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
土
地
は
購
入
さ
れ
て
い

る
の
か
、
清
水
地
区
へ
変
更
に
な

っ
た
理
由
、
検
討
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
、
検
討
会
は
何
回
開
催
さ
れ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

芦
瀬
地
区
の
土
地
は
６

千
万
円
で
購
入
済
み
で
あ
り
ま

す
。清

水
地
区
へ
の
変
更
は
建
築

基
準
法
に
よ
り
工
場
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
為
、
給
食
セ
ン

タ
ー
は
建
て
ら
れ
な
い
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。
清
水
地
区
へ
１

億
２
千
万
円
か
け
て
上
水
道
を

整
備
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
副

町
長
を
代
表
に
１１
名
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
検
討
会
は
３
回
開

催
し
ま
し
た
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

は
以
前
の
文
化
会
館
建
設
を
白

紙
撤
回
後
の
説
明
で
は
防
災
セ

ン
タ
ー
の
中
に
公
民
館
機
能
を

持
た
せ
て
行
き
、
敷
地
を
嵩
上
げ

し
て
進
め
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
当
初
計
画
の
と
お
り
事
業
は

進
ん
で
い
る
の
か
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

町
長

施
設
名
は
防
災
機
能
を

備
え
た
休
憩
施
設
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
で
す
。
敷
地
の
嵩

渡島芳臣議員 
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町
長

１
．
建
設
課
サ
イ
ド
に

お
け
る
現
在
の
発
注
状
況
は
、

町
道
の
改
良
舗
装
事
業
が
５
路

線
、
防
災
・
安
全
事
業
が
１
路

線
、
橋
梁
の
補
修
事
業
が
２
橋
、

県
単
急
傾
斜
事
業
が
２
地
区
、

林
道
の
改
良
舗
装
事
業
が
３
路

線
、
林
道
の
県
単
事
業
が
１
地

区
、
住
宅
の
改
修
事
業
が
２
棟

で
、
発
注
率
は
７０
％
で
あ
り
ま

す
。

２
．
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２８
年
度
事
業

の
町
道
整
備
に
あ
た
っ
て
、
辺

地
対
策
事
業
か
ら
奄
振
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
へ

の
移
管
に
よ
り
、
事
業
費
の
増

額
に
よ
る
早
期
整
備
に
努
め
て

お
り
、
今
後
も
新
規
事
業
の
導

入
に
お
い
て
は
、
高
率
補
助
の

採
択
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．
公
共
事
業
に
対
す
る
町
の

姿
勢
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
国

庫
補
助
事
業
や
県
補
助
の
特
定

離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事

業
の
有
効
活
用
と
公
共
事
業
の

予
算
確
保
に
努
め
、
産
業
の
振

興
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員

チ
ー
ム
「
せ
と
う

ち
」
に
つ
い
て

進
捗
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
展

開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

私
が
、
町
民
に
示
し
た

「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
は
、
町
民
や
全
国
の
郷
友

会
が
望
ん
で
き
た
政
策
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
実
現

で
き
な
か
っ
た
困
難
な
仕
事
で

あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
真
の
幸

せ
の
た
め
、
実
現
に
向
け
全
身

全
霊
で
挑
戦
し
て
お
り
、
確
実

に
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
お
い
て

も
、「
未
来
に
責
任
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
、「
瀬
戸
内
創
生

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
実
行
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

瀬
戸
内
町
の
農
業

に
つ
い
て

１
．
ア
ボ
カ
ド
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
展
開

２
．
イ
ノ
シ
シ
対
策

３
．
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
対
策

町
長

１
．
現
在
、
ア
ボ
カ
ド

生
産
部
会
へ
５６
名
の
加
入
申
し

込
み
が
あ
り
、
う
ち
１６
名
が
植

栽
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
情
報
の
共
有
と
技
術

的
な
課
題
解
決
を
図
り
、
苗
木

供
給
体
制
及
び
生
産
者
組
織
の

育
成
・
販
売
体
制
の
確
立
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

２
．
平
成
２３
年
度
よ
り
鳥
獣
被

害
対
策
事
業
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ

の
侵
入
防
護
柵
等
を
整
備
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
本
事
業
を

活
用
し
イ
ノ
シ
シ
を
主
に
被
害

防
止
対
策
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

３
．
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２８
年
７
月
１４

日
付
け
で
植
物
防
疫
法
に
基
づ

く
緊
急
防
除
が
解
除
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
対
策
と
し
ま
し

て
は
、
月
２
回
の
ト
ラ
ッ
プ
調

査
と
年
２
回
の
寄
生
果
実
調
査

を
実
施
し
、
再
侵
入
防
止
対
策

に
今
後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
員

町
政
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
は
６
月
議

会
で
は
芦
瀬
地
区
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
土
地
は
購
入
さ
れ
て
い

る
の
か
、
清
水
地
区
へ
変
更
に
な

っ
た
理
由
、
検
討
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
、
検
討
会
は
何
回
開
催
さ
れ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

芦
瀬
地
区
の
土
地
は
６

千
万
円
で
購
入
済
み
で
あ
り
ま

す
。清

水
地
区
へ
の
変
更
は
建
築

基
準
法
に
よ
り
工
場
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
為
、
給
食
セ
ン

タ
ー
は
建
て
ら
れ
な
い
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。
清
水
地
区
へ
１

億
２
千
万
円
か
け
て
上
水
道
を

整
備
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
副

町
長
を
代
表
に
１１
名
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
検
討
会
は
３
回
開

催
し
ま
し
た
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

は
以
前
の
文
化
会
館
建
設
を
白

紙
撤
回
後
の
説
明
で
は
防
災
セ

ン
タ
ー
の
中
に
公
民
館
機
能
を

持
た
せ
て
行
き
、
敷
地
を
嵩
上
げ

し
て
進
め
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
当
初
計
画
の
と
お
り
事
業
は

進
ん
で
い
る
の
か
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

町
長

施
設
名
は
防
災
機
能
を

備
え
た
休
憩
施
設
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
で
す
。
敷
地
の
嵩

渡島芳臣議員 
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上
げ
は
当
初
計
画
ど
お
り
の
高

さ
で
基
本
設
計
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
９
月
末
に
施
設

の
基
本
設
計
図
が
完
成
し
ま
す

の
で
、
１０
月
以
降
の
建
設
検
討

委
員
会
で
の
承
認
後
、
町
民
及

び
議
会
に
説
明
す
る
考
え
で
す
。

議
員

瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
３４
項
目
の
達
成
状
況
を
伺

い
ま
す
。

町
長

就
任
以
来
、
町
民
、
役

場
職
員
、
郷
友
会
と
一
体
に
な

っ
た
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
を
作
り

上
げ
、
特
に
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
実
行
に
は
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
示
し
ま
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
実
現
で
き
な
か
っ
た
困
難
な

仕
事
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お

い
て
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

行
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

建
設
に
つ
い
て
は
、
前
の
町
政
に

お
い
て
ト
ト
宝
く
じ
助
成
金
３

８
４
０
万
円
も
決
ま
り
、
予
算
も

成
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
化
会

館
建
設
の
白
紙
撤
回
と
同
時
に

こ
の
事
業
も
白
紙
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
施
設
が
完
成
し
て
い
れ

ば
町
内
外
か
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
集
ま
り
本
町

も
大
き
く
活
気
づ
い
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設

の
構
想
は
持
た
れ
て
い
る
の
か

今
後
の
計
画
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

清
水
公
園
内
に
適
地
の

選
定
を
行
い
整
備
に
向
け
て
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
連

盟
の
代
表
や
関
係
者
と
協
議
を

し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

議
員

環
境
整
備
に
つ
い

て
蘇
刈
地
区
の
船
溜
り
建
設
に

つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
要
望

し
て
お
り
ま
す
が
進
展
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
の
整
備
計
画
を
伺

い
ま
す
。

町
長

今
後
、
集
落
と
再
度
協

議
を
し
、
必
要
性
を
整
理
し
て

鹿
児
島
県
と
協
議
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

高
丘
地
区
の
河
川
は
雑

草
が
生
い
茂
り
、
景
観
が
悪
い
状

態
で
す
が
、
こ
の
伐
採
計
画
を
伺

議
員

農
業
振
興
に
つ
い

て
「
加
計
呂
麻
を
黒
糖
生
産
日

本
一
の
島
」
へ
向
け
て
の
現
状

と
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

町
長

さ
と
う
き
び
生
産
の
規

い
ま
す
。

町
長

県
管
理
の
２
級
河
川
で
、

随
時
伐
採
を
行
っ
て
い
く
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

議
員

住
宅
の
自
転
車
置
き
場

の
整
備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

町
長

平
成
２８
年
度
は
、
瀬
久

井
Ｆ
棟
の
整
備
を
し
ま
す
。

模
拡
大
の
た
め
、
現
在
、
公
社

設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

と
マ
ン
ゴ
ー
の
今
期
の
収
穫
量

と
出
荷
額
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

平
成
２７
年
度
施
設
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
生
産
量
３１
ト

ン
、
販
売
額
３
５
７
５
万
９
千

円
。
マ
ン
ゴ
ー
生
産
量
３
・
７

ト
ン
、
販
売
額
１
１
１
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

ア
ボ
カ
ド
に
つ
い
て
、

今
後
の
施
策
を
伺
い
ま
す
。

町
長

今
後
、
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
に
実
証
圃
を
設
置
し
、
栽

培
技
術
及
び
品
種
特
性
を
調
査

す
る
と
と
も
に
苗
木
供
給
体
制
、

生
産
者
組
織
の
育
成
・
販
売
体

制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議
員

路
線
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て

ワ
ン
コ
イ
ン
（
１
０
０
円
）

バ
ス
運
行
の
実
施
検
証
を
行
な

う
と
の
事
で
す
が
、
進
め
方
と

そ
の
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

１
０
０
円
バ
ス
運
行
の

実
証
実
験
に
つ
い
て
は
、
古
仁

屋
～
西
古
見
の
区
間
、
瀬
相
～

実
久
の
区
間
で
平
成
２８
年
１０

月
１
日
～
平
成
２９
年
３
月
３１

池田啓一議員 

 

日
ま
で
の
６
か
月
間
行
な
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
広
報
紙
や
Ｆ
Ｍ
せ

と
う
ち
等
で
周
知
し
ま
す
。

実
験
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
等
を
参
考
に
、
全
路
線

に
お
け
る
１
０
０
円
均
一
料
金

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
協
議

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

議
員

自
衛
隊
配
備
に
つ

い
て自

衛
隊
配
備
地
で
あ
る
、
節

子
町
有
地
内
の
旧
養
豚
団
地
に

お
い
て
、
施
設
使
用
賃
貸
契
約

を
し
て
い
る
事
業
所
（
株
）
あ

さ
ば
な
と
問
題
が
生
じ
、
基
地

建
設
事
業
が
数
か
月
も
遅
れ
て

い
る
と
の
事
で
す
が
、
そ
の
内

容
と
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

町
長

補
償
額
に
か
か
る
双
方

の
見
解
や
自
衛
隊
配
備
に
か
か

る
基
本
的
な
考
え
方
の
相
違
に

よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、

（
株
）
あ
さ
ば
な
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
も
補
償
の
相
手
先
は

町
で
は
な
く
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と

の
主
張
を
終
始
展
開
さ
れ
、
国

と
の
交
渉
の
糸
口
を
独
自
に
模

索
し
、
努
力
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
町
と

し
て
も
計
画
推
進
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
が
迫
る
中
で
、
最
終
決

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、
（
株
）

あ
さ
ば
な
に
対
し
、
最
終
提
案

を
提
示
し
て
、
同
意
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

こ
の
問
題
の
焦
点
は
何

だ
と
思
い
ま
す
か
。

町
長

ま
ず
、
平
成
２６
年
３
月

に
国
（
防
衛
省
）
に
対
し
、
自

衛
隊
配
備
の
た
め
の
候
補
地
と

し
て
、
節
子
地
区
を
含
め
た
３

か
所
の
提
案
を
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
翌
月
の
４
月
１
日

付
け
で
節
子
地
区
に
お
け
る

（
株
）
あ
さ
ば
な
の
施
設
使
用

賃
貸
契
約
の
更
新
を
町
が
認
め

て
い
る
。

次
に
、
平
成
２６
年
８
月
１２
日

の
自
衛
隊
配
備
が
決
定
後
の
平

成
２７
年
５
月
２７
日
付
け
で
瀬

戸
内
町
長
名
で
（
株
）
あ
さ
ば

な
に
対
し
、「
退
去
後
の
経
営
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
措
置
の
補

償
を
し
ま
す
。
」
と
い
う
【
確
約

書
】
な
る
も
の
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
二
点
が
今
回
の
損

失
補
償
に
至
っ
た
大
き
な
要
因

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員

国
と
の
信
頼
関
係
は
？

町
長

地
元
の
事
情
に
よ
り
、

迷
惑
を
か
け
た
町
の
責
任
は
、

大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
国
（
防
衛
省
）
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
信
頼
関

係
の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
員

高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
「
瀬

戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の

公
約
で
も
あ
り
、
又
、
長
期
振

興
計
画
に
も
位
置
付
け
し
て
お

り
、
２８
年
度
の
施
政
方
針
の
総

括
質
疑
に
お
い
て
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
現
在
の
取
り
組
み

と
町
長
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
促
進
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
重
要

な
事
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
早
期
整
備
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
、
教
育
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長

清
水
公
園
一
帯
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
瀬
戸
内
創
生
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
清

水
地
区
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
村
構

想
と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
技
人
口
の
増
加
や
利
用
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
は

十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
本
町

の
健
康
長
寿
や
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
等
の
観
点
か
ら
も

整
備
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
清
水
公
園
内
に
適
地

の
選
定
を
行
な
い
整
備
に
向
け

て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

岡田弘通議員 
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日
ま
で
の
６
か
月
間
行
な
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
広
報
紙
や
Ｆ
Ｍ
せ

と
う
ち
等
で
周
知
し
ま
す
。

実
験
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
等
を
参
考
に
、
全
路
線

に
お
け
る
１
０
０
円
均
一
料
金

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
協
議

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

議
員

自
衛
隊
配
備
に
つ

い
て自

衛
隊
配
備
地
で
あ
る
、
節

子
町
有
地
内
の
旧
養
豚
団
地
に

お
い
て
、
施
設
使
用
賃
貸
契
約

を
し
て
い
る
事
業
所
（
株
）
あ

さ
ば
な
と
問
題
が
生
じ
、
基
地

建
設
事
業
が
数
か
月
も
遅
れ
て

い
る
と
の
事
で
す
が
、
そ
の
内

容
と
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

町
長

補
償
額
に
か
か
る
双
方

の
見
解
や
自
衛
隊
配
備
に
か
か

る
基
本
的
な
考
え
方
の
相
違
に

よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、

（
株
）
あ
さ
ば
な
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
も
補
償
の
相
手
先
は

町
で
は
な
く
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と

の
主
張
を
終
始
展
開
さ
れ
、
国

と
の
交
渉
の
糸
口
を
独
自
に
模

索
し
、
努
力
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
町
と

し
て
も
計
画
推
進
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
が
迫
る
中
で
、
最
終
決

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、
（
株
）

あ
さ
ば
な
に
対
し
、
最
終
提
案

を
提
示
し
て
、
同
意
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

こ
の
問
題
の
焦
点
は
何

だ
と
思
い
ま
す
か
。

町
長

ま
ず
、
平
成
２６
年
３
月

に
国
（
防
衛
省
）
に
対
し
、
自

衛
隊
配
備
の
た
め
の
候
補
地
と

し
て
、
節
子
地
区
を
含
め
た
３

か
所
の
提
案
を
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
翌
月
の
４
月
１
日

付
け
で
節
子
地
区
に
お
け
る

（
株
）
あ
さ
ば
な
の
施
設
使
用

賃
貸
契
約
の
更
新
を
町
が
認
め

て
い
る
。

次
に
、
平
成
２６
年
８
月
１２
日

の
自
衛
隊
配
備
が
決
定
後
の
平

成
２７
年
５
月
２７
日
付
け
で
瀬

戸
内
町
長
名
で
（
株
）
あ
さ
ば

な
に
対
し
、「
退
去
後
の
経
営
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
措
置
の
補

償
を
し
ま
す
。
」
と
い
う
【
確
約

書
】
な
る
も
の
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
二
点
が
今
回
の
損

失
補
償
に
至
っ
た
大
き
な
要
因

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員

国
と
の
信
頼
関
係
は
？

町
長

地
元
の
事
情
に
よ
り
、

迷
惑
を
か
け
た
町
の
責
任
は
、

大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
国
（
防
衛
省
）
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
信
頼
関

係
の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
員

高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
「
瀬

戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の

公
約
で
も
あ
り
、
又
、
長
期
振

興
計
画
に
も
位
置
付
け
し
て
お

り
、
２８
年
度
の
施
政
方
針
の
総

括
質
疑
に
お
い
て
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
現
在
の
取
り
組
み

と
町
長
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
促
進
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
重
要

な
事
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
早
期
整
備
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
、
教
育
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長

清
水
公
園
一
帯
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
瀬
戸
内
創
生
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
清

水
地
区
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
村
構

想
と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
技
人
口
の
増
加
や
利
用
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
は

十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
本
町

の
健
康
長
寿
や
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
等
の
観
点
か
ら
も

整
備
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
清
水
公
園
内
に
適
地

の
選
定
を
行
な
い
整
備
に
向
け

て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

岡田弘通議員 
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議
員

農
業
の
振
興
に
つ

い
て農

業
公
社
設
立
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

農
家
の
指
導
・
育
成
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
努
力
さ
れ
て

き
た
が
、
町
が
仕
事
を
つ
く
り
、

雇
用
の
場
を
創
出
す
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

町
長

現
在
、
近
隣
の
農
業
公

社
を
設
立
し
た
市
町
村
の
取
り

組
み
状
況
等
を
調
査
・
研
究
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
農
業
公
社
・
農
業
法

人
の
設
立
に
向
け
方
向
性
の
検

討
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員

ハ
ウ
ス
施
設
の
貸
付
制

度
等
に
つ
い
て

現
在
の
農
業
は
、
ハ
ウ
ス
施
設

で
な
け
れ
ば
所
得
向
上
は
図
れ

な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
就
農
に

意
欲
が
あ
っ
て
も
資
金
の
乏
し

い
方
々
に
、
ハ
ウ
ス
の
貸
付
制
度

等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま

す
。

町
長

近
隣
の
市
町
村
及
び
県

内
の
市
町
村
の
取
り
組
み
事
例

等
を
調
査
し
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員

行
政
運
営
に
つ
い

て
行
政
運
営
（
組
織
・
機
構
・

職
員
の
資
質
・
意
識
等
）
を
検

証
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
行
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
仮
称
）
等
を
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
職
員
の
意

識
改
革
、
資
質
の
向
上
対
策
に

つ
い
て
は
、
事
務
改
善
審
議
会

に
お
い
て
、
行
政
の
組
織
、
運

営
及
び
事
務
の
合
理
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
長
の

諮
問
又
は
職
員
の
提
案
を
審

議
・
検
証
し
、
そ
の
審
議
結
果

を
町
長
に
答
申
し
て
行
政
運
営

の
合
理
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員
が
御
指
摘
の
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
行
政
外
部
か
ら
の
意
見

も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員

陸
上
自
衛
隊
配
備

に
つ
い
て

節
子
旧
養
豚
団
地
に
係
る
農

業
生
産
法
人
（
株
）
あ
さ
ば
な
と

の
損
失
補
償
契
約
締
結

①
損
失
補
償
金
３
０
０
０
万
円

②
町
有
地
１
０
８
１
㎡
の
無
償

提
供
に
至
っ
た
原
因
、
経
緯
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

副
町
長

第
一
点
目
と
し
て
平

成
２６
年
３
月
に
は
、
防
衛
省
に

対
し
自
衛
隊
配
備
の
候
補
地
と

し
て
、
節
子
地
区
を
含
め
た
３

ヶ
所
を
自
ら
提
案
し
て
お
き
な

が
ら
、
平
成
２６
年
４
月
１
日
付

け
で
節
子
地
区
に
お
け
る
（
株
）

あ
さ
ば
な
と
の
賃
貸
契
約
の
更

新
を
町
が
認
め
た
こ
と
。

次
に
、
平
成
２６
年
８
月
に
自

衛
隊
配
備
が
決
定
後
の
平
成
２７

年
５
月
２７
日
付
け
で
、
当
時
の

町
長
名
で
（
株
）
あ
さ
ば
な
に

対
し｢

撤
去
後
の
経
営
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
措
置
の
補
償
を

し
ま
す｣

と
い
う
『
確
約
書
』
な

る
も
の
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
こ
の
二
点
が
今
回
の
補
償

金
支
払
い
に
至
っ
た
大
き
な
要

因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
年
の

３
月
か
ら
７
月
ま
で
延
べ
１１
回

交
渉
を
重
ね
て
き
た
が
、
（
株
）

あ
さ
ば
な
と
し
て
は｢

町
が
関

与
す
べ
き
で
は
な
い
、
補
償
交

渉
や
補
償
金
の
支
払
い
に
つ
い

て
も
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
応

す
べ
き
で
あ
る｣

と
の
主
張
を

終
始
展
開
さ
れ
、
独
自
に
国
と

の
交
渉
を
さ
れ
た
が
最
終
的
に

は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
至
っ
た
。

防
衛
省
か
ら
配
備
計
画
の
遅

れ
を
危
惧
し｢

配
備
計
画
そ
の

も
の
の
白
紙
化｣

と
の
厳
し
い

見
解
が
示
さ
れ
た
た
め
、
町
と

し
て
総
合
的
に
判
断
を
し
、

（
株
）
あ
さ
ば
な
に
対
し
補
償

に
係
る
町
か
ら
の
最
終
提
案
を

提
示
し
同
意
を
頂
い
た
。

議
員

補
償
金
３
０
０
０
万
円

は
町
民
の
血
税
で
あ
り
町
有
地

も
町
民
の
財
産
で
あ
る
。

一
連
の
行
政
の
事
務
行
為
は

前
町
政
の
町
民
に
対
す
る
背
任

行
為
で
は
な
い
か
。
責
任
の
追
及

と
処
分
は
ど
う
す
る
の
か
。

副
町
長

第
三
者
に
よ
る
客
観

向野 忍議員 

 

的
な
判
断
に
委
ね
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

町
長

町
民
が
ど
う
受
け
止
め
、

ど
う
判
断
さ
れ
る
か
、
町
民
の

考
え
に
委
ね
た
い
が
、
現
町
政

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

経
緯
と
し
て
反
省
し
な
が
ら
今

後
こ
の
様
な
事
が
な
い
よ
う
に

対
処
し
た
い
。

今
後
、
自
衛
隊
配
備
が
ス
ム

ー
ズ
に
い
く
よ
う
、
町
民
に
あ

ら
ゆ
る
効
果
が
出
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
と
の
連
携

強
化
に
努
力
し
て
い
き
た
い

議
員

子
育
て
支
援
に
つ

い
て一

時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

９
月
１
日
か
ら
開
所
し

た
一
時
預
か
り
所
（
マ
マ
・
サ

ポ
・
ス
マ
イ
ル
）
が
出
来
た
こ

と
で
、
小
さ
い
子
を
持
つ
親
が
、

急
な
用
事
や
短
期
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
就
労
の
ほ
か
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
時
な
ど
に
、
一
時

的
に
預
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
で
、
仕
事
・
子
育
て
両
面
か

ら
支
援
で
き
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員

医
療
・
介
護
・
福
祉

の
連
携
・
充
実
に
つ
い
て

与
路
常
駐
看
護
師
不
在
に
対

す
る
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

巡
回
診
療
の
行
わ
れ
て

い
な
い
週
に
、
池
地
診
療
所
の

看
護
師
、
ま
た
は
へ
き
地
診
療

所
の
看
護
師
を
与
路
島
に
派
遣

し
、
島
民
の
健
康
管
理
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

議
員

島
民
は
急
患
時
の
対
応

に
つ
い
て
不
安
が
あ
り
ま
す
。

女
性
看
護
師
に
限
ら
ず
男
性

看
護
師
も
歓
迎
す
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
い
看
護
師
常

駐
を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
っ
か
り

と
応
え
て
頂
き
た
い
。

第
３
回
定
例
会
で
は
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
（
稲
田
隆
一

郎
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
て
い

た
案
件
に
対
し
て
の
委
員
長
報

告
が
、
池
田
啓
一
副
委
員
長
よ

り
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
）

本
町
の
し
尿
処
理
施
設
対
策

と
火
葬
場
を
含
め
た
臭
気
対
策

の
現
状
を
調
査
し
、
町
民
が
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
瀬
戸
内
町
、

長
崎
県
壱
岐
市
、
香
川
県
高
松

市
に
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
瀬
戸
内
町

本
町
が
進
め
て
い
る
し
尿
処

理
施
設
対
策
等
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
本
島
側
の
し
尿
処
理
施
設
は
、

築
２０
年
が
経
過
し
、
１
日
の
処

理
能
力
１
５
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を

超
え
る
量
の
処
理
を
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
の
で
、
１
日
の
処

理
能
力
２
３
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で

計
画
し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
２８
年
度
に
旧
焼
却
炉
施
設

の
解
体
、
実
施
設
計
。
平
成
２９
年

度
に
解
体
跡
地
に
マ
テ
リ
ア
ル

施
設
（
圧
縮
施
設
等
）
建
設
。

平
成
３０
～
３１
年
度
に
し
尿
処

理
施
設
を
建
設
し
、
平
成
３２
年

４
月
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

・
加
計
呂
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
施
設
の
延
伸
化
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
は
本
島
側
へ
の
統

合
も
検
討
し
た
い
。

・
請
島
、
与
路
島
の
処
理
施
設

は
、
老
朽
化
が
著
し
い
う
え
、

投
入
口
が
詰
ま
っ
た
状
況
の
た

め
、
両
施
設
と
も
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
取
り
換
え
を
行
な
う
こ
と

と
与
路
島
の
汚
泥
に
つ
い
て
は
、

汲
み
あ
げ
て
集
落
で
確
保
し
た

場
所
へ
２７
年
度
内
に
処
理
す
る
。

・
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７

年
度
に
総
額
約
１
億
２
１
２
６

万
円
で
改
修
工
事
を
実
施
し
、

平
成
２８
年
４
月
よ
り
新
火
葬
炉

２
基
体
制
で
供
用
開
始
し
て
お

り
、
火
葬
中
の
煙
や
臭
気
に
つ

い
て
は
解
決
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

◆
長
崎
県
壱
岐
市

壱
岐
市
に
て
、
し
尿
処
理
対

策
（
離
島
対
策
含
む
）
の
現
状

と
課
題
、
臭
気
対
策
及
び
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
に
至

っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

・
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
受
入
貯
留
設
備
の
配
管

設
備
の
配
管
詰
り
が
頻
繁
に
起

こ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
、

メ
ー
カ
ー
と
抜
本
的
な
解
決
方

法
の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
年
間
の
瑕
疵
期
間

所
管
事
務
調
査 

『
し
尿
処
理
施
設
対
策
及
び

臭
気
対
策
（
火
葬
場
含
む
）
に

関
す
る
調
査
』 
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的
な
判
断
に
委
ね
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

町
長

町
民
が
ど
う
受
け
止
め
、

ど
う
判
断
さ
れ
る
か
、
町
民
の

考
え
に
委
ね
た
い
が
、
現
町
政

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

経
緯
と
し
て
反
省
し
な
が
ら
今

後
こ
の
様
な
事
が
な
い
よ
う
に

対
処
し
た
い
。

今
後
、
自
衛
隊
配
備
が
ス
ム

ー
ズ
に
い
く
よ
う
、
町
民
に
あ

ら
ゆ
る
効
果
が
出
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
と
の
連
携

強
化
に
努
力
し
て
い
き
た
い

議
員

子
育
て
支
援
に
つ

い
て一

時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

９
月
１
日
か
ら
開
所
し

た
一
時
預
か
り
所
（
マ
マ
・
サ

ポ
・
ス
マ
イ
ル
）
が
出
来
た
こ

と
で
、
小
さ
い
子
を
持
つ
親
が
、

急
な
用
事
や
短
期
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
就
労
の
ほ
か
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
時
な
ど
に
、
一
時

的
に
預
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
で
、
仕
事
・
子
育
て
両
面
か

ら
支
援
で
き
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員

医
療
・
介
護
・
福
祉

の
連
携
・
充
実
に
つ
い
て

与
路
常
駐
看
護
師
不
在
に
対

す
る
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

巡
回
診
療
の
行
わ
れ
て

い
な
い
週
に
、
池
地
診
療
所
の

看
護
師
、
ま
た
は
へ
き
地
診
療

所
の
看
護
師
を
与
路
島
に
派
遣

し
、
島
民
の
健
康
管
理
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

議
員

島
民
は
急
患
時
の
対
応

に
つ
い
て
不
安
が
あ
り
ま
す
。

女
性
看
護
師
に
限
ら
ず
男
性

看
護
師
も
歓
迎
す
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
い
看
護
師
常

駐
を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
っ
か
り

と
応
え
て
頂
き
た
い
。

第
３
回
定
例
会
で
は
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
（
稲
田
隆
一

郎
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
て
い

た
案
件
に
対
し
て
の
委
員
長
報

告
が
、
池
田
啓
一
副
委
員
長
よ

り
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
）

本
町
の
し
尿
処
理
施
設
対
策

と
火
葬
場
を
含
め
た
臭
気
対
策

の
現
状
を
調
査
し
、
町
民
が
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
瀬
戸
内
町
、

長
崎
県
壱
岐
市
、
香
川
県
高
松

市
に
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
瀬
戸
内
町

本
町
が
進
め
て
い
る
し
尿
処

理
施
設
対
策
等
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
本
島
側
の
し
尿
処
理
施
設
は
、

築
２０
年
が
経
過
し
、
１
日
の
処

理
能
力
１
５
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を

超
え
る
量
の
処
理
を
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
の
で
、
１
日
の
処

理
能
力
２
３
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で

計
画
し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
２８
年
度
に
旧
焼
却
炉
施
設

の
解
体
、
実
施
設
計
。
平
成
２９
年

度
に
解
体
跡
地
に
マ
テ
リ
ア
ル

施
設
（
圧
縮
施
設
等
）
建
設
。

平
成
３０
～
３１
年
度
に
し
尿
処

理
施
設
を
建
設
し
、
平
成
３２
年

４
月
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

・
加
計
呂
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
施
設
の
延
伸
化
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
は
本
島
側
へ
の
統

合
も
検
討
し
た
い
。

・
請
島
、
与
路
島
の
処
理
施
設

は
、
老
朽
化
が
著
し
い
う
え
、

投
入
口
が
詰
ま
っ
た
状
況
の
た

め
、
両
施
設
と
も
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
取
り
換
え
を
行
な
う
こ
と

と
与
路
島
の
汚
泥
に
つ
い
て
は
、

汲
み
あ
げ
て
集
落
で
確
保
し
た

場
所
へ
２７
年
度
内
に
処
理
す
る
。

・
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７

年
度
に
総
額
約
１
億
２
１
２
６

万
円
で
改
修
工
事
を
実
施
し
、

平
成
２８
年
４
月
よ
り
新
火
葬
炉

２
基
体
制
で
供
用
開
始
し
て
お

り
、
火
葬
中
の
煙
や
臭
気
に
つ

い
て
は
解
決
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

◆
長
崎
県
壱
岐
市

壱
岐
市
に
て
、
し
尿
処
理
対

策
（
離
島
対
策
含
む
）
の
現
状

と
課
題
、
臭
気
対
策
及
び
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
に
至

っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

・
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
受
入
貯
留
設
備
の
配
管

設
備
の
配
管
詰
り
が
頻
繁
に
起

こ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
、

メ
ー
カ
ー
と
抜
本
的
な
解
決
方

法
の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
年
間
の
瑕
疵
期
間

所
管
事
務
調
査 

『
し
尿
処
理
施
設
対
策
及
び

臭
気
対
策
（
火
葬
場
含
む
）
に

関
す
る
調
査
』 
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が
平
成
２６
年
度
に
終
了
し
、
２７

年
度
か
ら
市
が
管
理
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
修
繕
が
メ
ー
カ

ー
よ
り
多
々
提
案
さ
れ
る
た
め

修
繕
費
の
経
費
が
掛
か
る
。
施

設
の
稼
働
に
必
要
な
薬
品
を
メ

ー
カ
ー
よ
り
購
入
し
て
い
る
が
、

毎
月
高
額
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

・
臭
気
対
策
に
つ
い
て
は
、
施

工
メ
ー
カ
ー
よ
り
提
案
の
あ
っ

た
塩
基
性
ガ
ス
脱
臭
用
硫
酸
と

酸
性
ガ
ス
脱
臭
用
次
亜
塩
素
酸

ソ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。

・
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
（
平

成
２４
年
４
月
稼
働
開
始
：
総
事

業
費
２
０
億
２
９
９
３
万
９
千

円
）
の
建
設
に
至
っ
た
経
緯
は
、

平
成
１６
年
３
月
に
４
町
が
合
併
。

旧
町
ご
と
に
あ
っ
た
４
施
設
を

使
用
し
て
い
た
が
、
老
朽
化
に

伴
い
、
効
果
的
・
効
率
的
な
運

営
を
図
る
た
め
、
施
設
を
一
箇

所
に
集
約
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
建

設
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

委
員
よ
り
、
離
島
（
大
島
、

長
島
、
原
島
）
へ
の
フ
ェ
リ
ー

航
送
料
助
成
は
と
の
質
疑
に
対

し
、
委
託
業
者
の
バ
キ
ュ
ー
ム

車
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
航

送
料
は
免
除
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

◆
香
川
県
高
松
市
（
女
木
島
、

男
木
島
）

請
島
、
与
路
島
と
類
似
し
た

女
木
島
、
男
木
島
に
お
け
る
現

状
と
課
題
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

女
木
島
は
、
高
松
港
の
北
北

東
約
４
キ
ロ
の
海
上
に
あ
り
、

１
０
５
世
帯
１
７
５
人
が
住
ん

で
お
り
、
男
木
島
は
、
高
松
港

の
北
北
東
約
７
・
５
キ
ロ
の
海

上
に
あ
り
、
１
１
９
世
帯
１
８

４
人
が
住
み
、
両
島
と
も
過
疎

化
の
進
ん
だ
状
況
で
あ
り
ま
す
。

・
収
集
は
両
島
と
も
年
間
６
回

で
、
業
者
が
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
て
、
し
尿
収
集
車
等
を
搬

送
・
収
集
作
業
を
行
な
い
、
収

集
さ
れ
た
し
尿
等
は
、
両
島
に

お
い
て
し
尿
海
上
輸
送
船
「
第

１
た
か
ま
つ
丸
」
（
１
３
ト
ン

平
成
１３
年
４
月
就
航
）
に
積
み

替
え
ら
れ
、
高
松
港
近
く
の
衛

生
処
理
セ
ン
タ
ー
中
継
所
に
輸

送
し
て
い
ま
し
た
。

・
両
島
の
収
集
業
者
に
対
し
て

交
付
金
を
平
成
７
年
度
か
ら
交

付
し
て
お
り
、
住
民
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

・
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
運
搬

方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

「
第
１
た
か
ま
つ
丸
」
に
よ
る

海
上
輸
送
も
、
継
続
が
困
難
と

な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
安

定
的
・
効
率
的
な
収
集
・
運
搬

が
可
能
で
、
脱
臭
対
策
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

こ
と
か
ら
、
両
島
に
中
継
貯
留

槽
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

委
員
よ
り
、
両
島
に
設
置
予

定
し
て
い
る
中
継
貯
留
槽
の
費

用
は
幾
ら
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

１
基
（
１
島
）
あ
た
り
約
２
千

万
円
程
度
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
ま

し
た
。 

１
．
請
島
・
与
路
島
の
し
尿
処

理
場
は
、
延
命
策
を
講
じ
な
が

ら
、
将
来
に
向
け
整
備
す
る
方

向
で
検
討
さ
れ
た
い
。 

２
．
火
葬
場
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
実
施
さ
れ
た
い
。

 

し尿処理施設を調査する

文教厚生委員 ～高松市～ 

◆
第
１６
期
瀬
戸
内
町
議
会
議
員

の
任
期
満
了
（
平
成
２４
年
１２
月

１０

日
～
平
成

２８

年

１２

月
９

日
）
に
伴
い
、
私
達
編
集
委
員

も
今
回
号
を
以
て
任
期
が
終
了

と
な
り
ま
す
。 

◆
開
か
れ
た
議
会
の
一
環
と
し

て
、
議
会
の
状
況
を
少
し
で
も

皆
様
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
の

思
い
で
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を

心
が
け
て
き
ま
し
た
。 

◆
次
回
以
降
も
ご
愛
読
下
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

◆
４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
編
集
委
員
一
同
） 

議
会
報
編
集
委
員
会 

委
員
長

向
野

忍 

副
委
員
長

池
田

啓
一 

委

員

安

和
弘 

〃

岡
田

弘
通 

〃

稲
田
隆
一
郎 

〃

吉
見

洋
和 

壱岐市にてし尿処理施設 
を調査する文教厚生委員 
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奄
美
群
島
の
国
立
公
園
化
に
む
け
て
国
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺

う
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
資
料
の
縦
覧
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
可
能
で
す

が
、
瀬
戸
内
町
役
場
一
階
に
も
同
資
料
の
縦
覧
場
所
を
設
け
ま
す
。
奄
美

群
島
の
国
立
公
園
計
画
に
つ
い
て
、
貴
重
な
御
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問い合わせ　瀬戸内町立図書館・郷土館　　　☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　世界自然遺産せとうち町推進室　☎０９９７－７２－１６００ 世界遺産

「
奄
美
群
島
国
立
公
園
（
仮
称
）
の
指
定
及
び
公
園
計
画
決
定
等
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
※
）
の
開
始
に
つ
い
て
」

■
期
間　

平
成
28
年
10
月
6
日
～
平
成
28
年
11
月
4
日
の
30
日
間

■
縦
覧
方
法　

①
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

https://w
w

w
.env.go.jp/press/103074.htm

l

②
瀬
戸
内
町
役
場
1
階　

正
面
玄
関
前
（
ロ
ビ
ー
）

■
意
見
の
提
出
方
法　

※
電
話
で
の
意
見
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
郵
送
の
場
合　

〒
１
０
０
‐
８
９
７
５

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
１
‐
２
‐
２
※
締
切
当
日
消
印
ま
で
有
効

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合　

０
３
‐
３
５
９
５
‐
１
７
１
６

③
電
子
メ
ー
ル
の
場
合　

shizen-kouen@
env.go.jp

※
意
見
内
容
は
メ
ー
ル
本
文
に
記
載
し
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
等
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
留
意
事
項

　

件
名
に
必
ず
「
奄
美
群
島
国
立
公
園
（
仮
称
）
の
指
定
及
び
公
園
計
画

の
決
定
等
へ
の
意
見
」
と
記
載
し
、
意
見
者
の
住
所
・
氏
名
（
団
体
名
）

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
御
記
入
く
だ
さ
い
（
こ

れ
ら
の
記
入
が
な
い
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
頂
い
た
意
見
の
内
容
は
公
表
を
前
提
と
し
ま
す
の
で
、
公
表
の

際
に
匿
名
を
希
望
す
る
場
合
は
そ
の
旨
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※パブリックコメント制度（意見公募手続制度）・・・公的機関が政令や省令などを制定しよう

とする際にあらかじめその案を示し、国民から広く意見・情報・改善案などを求める手続き。
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■お問い合わせ　鹿児島地方法務局人権擁護課☎０９９－２５９－０６８４
　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
の
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に

は
、
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

が
応
じ
、
密
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
機
関

　
　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　
　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
日
時
等

（
１
）
期
間　

　

平
成
28
年
11
月
14
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　

11
月
20
日
（
日
）
ま
で

（
２
）
時
間

①
平
日

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

②
土
曜
日
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
電
話
番
号

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
（
０
５
７
０
）
０
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
ノ
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

７
０
８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
接
続
す
る
こ
と
は
、

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

　
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

無料相談

■お問い合わせ　県庁消費者行政推進室☎０９９ー２８６－２５３３

借
金
・
債
務
整
理
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

無料相談
　

県
や
関
係
機
関
で
構
成
す
る

鹿
児
島
県
多
重
債
務
者
対
策
協

議
会
で
は
、
国
の
「
多
重
債
務

者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
６
に
あ
わ
せ
、
借
金
や

債
務
整
理
に
関
す
る
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
や
司
法
書

士
に
よ
る
法
律
相
談
の
ほ
か
、

県
の
保
健
師
等
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
悩
み
に
関
す
る
相
談
も
で
き

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
み
を

抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

平
成
28
年
11
月
17
日
（
木
）

■
時
間　

13
時
～
16
時

■
場
所

奄
美
市
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば

奄
美
市
名
瀬
末
広
町
14
‐
10

■
相
談
方
法

①
面
接
に
よ
る
法
律
相
談

②
面
接
に
よ
る
心
の
悩
み
相
談

■
相
談
対
応
者

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
保
健
師
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■お問い合わせ　瀬戸内町文化協会事務局　
（社会教育課内）☎０９９７－７２－２９０５　

■お問い合わせ　企画課
☎０９９７－７２－１１１２　

■お問い合わせ　瀬戸内町立図書館・郷土館☎０９９７－７２－３７９９（直通）
　

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
で
は
、『
秋
の
読
書
フ
ェ
ア
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
、
町
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
実
施
時
期

平
成
28
年
10
月
25
日
（
火
）
か
ら
11
月
13
日
（
日
）
ま
で

　
■
実
施
内
容

①
リ
サ
イ
ク
ル
本
を
差
し
上
げ
ま
す

　

古
雑
誌
や
古
本
な
ど
一
人
５
冊
以
内

②
ネ
リ
ヤ
カ
ナ
ヤ
創
作
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示

③
町
立
図
書
館
の
20
年
間
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

　

意
外
な
本
が
入
っ
て
い
ま
す

④
誰
も
借
り
た
こ
と
が
な
い
本

　

す
て
き
な
出
会
い
が
あ
る
か
も

⑤
大
事
な
１
冊
を
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

無
料
で
皆
様
の
お
気
に
入
り
の
本
を
図
書
館
の
本
の
よ

　

う
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す

⑥
一
日
図
書
館
長
体
験

　

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

⑦
あ
な
た
の
お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー

　

あ
な
た
の
イ
チ
オ
シ
の
本
教
え
て
く
だ
さ
い

⑧
図
書
館
員
の
お
す
す
め
本

　

館
内
に
展
示
し
て
い
ま
す

⑨
郷
土
に
つ
い
て
知
る
コ
ー
ナ
ー

　

シ
マ
に
つ
い
て
知
り
た
け
れ
ば
こ
れ
を
読
む
べ
し

　
  　

第
40
回
瀬
戸
内
町
文
化
祭
開
催
に
つ
い
て

　

    

町
制
施
行
60
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
　
　
　
　
　

還
暦
を
迎
え
た
「
せ
と
う
ち
」
の
こ
れ
か
ら

 　

 

町
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

町文化祭記念事業

秋の読書

■
開
催
期
日　

平
成
28
年
11
月
15
日
（
火
）
～
20
日
（
日
）

（
１
）
作
品
展
示
発
表

　

平
成
28
年
11
月
15
日
（
火
）
～
20
日
（
日
）

（
２
）
舞
台
発
表

　

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）

■
開
催
場
所　

清
水
公
園
総
合
体
育
館

■
発
表
内
容

（
１
）
作
品
展
示
の
部

　

詩
、
短
歌
、
俳
句
、
書
道
、
絵
画
な
ど

（
２
）
舞
台
発
表
の
部

　

三
味
線
、
島
唄
、
新
民
謡
、
合
唱
な
ど　

（
３
）
郷
土
芸
能
の
部

　

各
地
区
（
集
落
）
芸
能
な
ど

■
内
容
①　

基
調
講
演
（
60
分
）　

講
師　

叶
か
の
う　

芳よ
し

和か
ず

氏

　
　
　
　
　
（
芝
集
落
出
身
、
元
日
本
経
済
大
学
大
学
院
教
授
）

■
内
容
②　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
60
分
）

　

基
本
テ
ー
マ
「
地
方
創
生
と
シ
マ
の
未
来
に
つ
い
て
」　

　
　

叶
芳
和
氏
と
各
地
区
の
郷
友
会
代
表
者
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）
14
時
30
分
か
ら

　

※
13
時
30
分
か
ら
14
時
20
分
ま
で
は
、「
奄
美
群
島
の
自
然

　

と
く
ら
し
」
と
題
し
た
、
琉
球
大
学
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
場
所　

清
水
公
園
総
合
体
育
館

多くの方のご来場を
お待ちしています！

■お問い合わせ　名瀬労働基準監督署☎０９９７－５２－０５７４
　　　　　　　　名瀬公共職業安定所☎０９９７－５２－４６１１

　
　
　

１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

　
　
　
　
　

入
ろ
う
。
労
働
保
険

労働保険
　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
」
で
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
は
、
労
働
者
を
１
人

で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
パ
ー

ト
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
で

あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
事
業

主
は
、
加
入
手
続
き
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者

が
業
務
上
の
事
由
等
に
よ
る
負

傷
・
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場
合

に
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で

す
。

　

ま
た
、「
雇
用
保
険
」
は
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
等
に
必

要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
労
働
保
険
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
加
入
手
続
き
は
早
め
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
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■お問い合わせ　農林課　営農畜産係☎０９９７－７２－１１７４（直通）
  　

　

期
限
切
れ
農
薬
の
所
持
量
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
の
お
願
い

農薬調査

■
廃
農
薬
の
処
理

　

農
薬
は
必
要
な
量
を
購
入
し
使
い
切
り
が
原
則
で
す
。
や

む
を
得
ず
農
薬
が
残
っ
た
場
合
に
は
、
農
協
や
購
入
先
の
業

者
を
通
じ
て
農
薬
メ
ー
カ
ー
に
処
分
を
依
頼
す
る
か
、
又
は

許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
不
法
な
処
理
の
禁
止

　
「
不
法
投
棄
」な
ど
の
不
法
な
処
理
を
し
た
者（
未
遂
含
む
）

は
次
の
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

⑴
野
焼
き
を
し
た
者
：
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万

以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
れ
を
併
科

⑵
不
法
投
棄
を
し
た
者
：
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
千
万
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
れ
を
併
科

　
　
　
　
　
　
　
（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
）

※
大
島
本
島
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正
処
理
推

進
協
議
会
で
は
、
期
限
切
れ
農
薬
及
び
不
要
と
な
っ
た
農
薬

の
回
収
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
切
れ
農
薬
や
不
要
に
な
っ
た
農
薬
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
廃
棄
予
定
の
農
薬
の
量
を
把
握
し
た
い
の
で
、
11
月
下

旬
ま
で
に
農
林
課
営
農
畜
産
係
ま
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
空
容
器
等
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
水
洗
処
理
し
た
容
器
の

み
、
11
月
の
「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
日
」
に
回
収

し
ま
す
。　

　

期
限
切
れ
農
薬
、
不
要
に
な
っ
た
農
薬
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
上
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■お問い合わせ　町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11

月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
活
動
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
、「
不

法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
上
記
お
問
い
合
わ
せ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

11
月
は
不
法
投
棄

　
　
　
　
　

防
止
強
化
月
間
で
す

不法投棄

■お問い合わせ　鹿児島西警察署　☎０９９－２８５－０１１０
　　　　　　　　阿久根警察署　　☎０９９６－７４－０１１０

　
　

 　

瀬
戸
内
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
で
す

！！

協力依頼

　
未
解
決
事
件
の
捜
査
に
ご
協
力
を
！

①
鹿
児
島
市
田
上
台
に
お
け
る
強
盗
殺
人
事
件

一
人
暮
ら
し
の
荒
木
ス
ミ
ヱ
さ
ん（
当
時
73
歳
）

が
無
念
の
死
を
遂
げ
ま
し
た
。

■
発
生
日

　

平
成
12
年
9
月
16
日
～
17
日

■
懸
賞
金　

最
高
四
百
万
円

■
情
報
提
供
先　

　

鹿
児
島
西
警
察
署

②
阿
久
根
市
大
川
に
お
け
る
強
盗
殺
人
事
件

妻
と
2
人
暮
ら
し
の
下
園
功
さ
ん（
当
時
63
歳
）

が
無
念
の
死
を
遂
げ
ま
し
た
。

「
犯
人
は
2
人
組
の
男
」

■
発
生
日

　

平
成
9
年
8
月
1
日

■
情
報
提
供
先

　

阿
久
根
警
察
署
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■お問い合わせ　奄美大島年金事務所　☎０９９７－５２－４３４１ 　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

納付猶予

年金キャラクター

「もくもく」

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
こ

れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て

納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
■
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
、「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を

優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

　

追
納
の
お
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
ご
相
談
に
つ
い
て

は
、
町
役
場
町
民
生
活
課
国
民
年
金
係
窓
口
か
奄
美
大
島
年
金
事
務

所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

  

加
計
呂
麻
島
の
い
っ
ち
ゃ
む
ん
市
場
オ
ー
プ
ン
１
周
年
感
謝
祭

■お問い合わせ　加計呂麻島のいっちゃむん市場☎０９９７－７５－０２９０ 感謝祭

　

瀬
戸
内
町
農
林
水
産
物
直
売
所
、

加
計
呂
麻
島
の
「
い
っ
ち
ゃ
む
ん
市

場
」
は
、
11
月
８
日
で
オ
ー
プ
ン
か

ら
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
生
産
者
の
方
々
の
地
道

な
努
力
と
地
元
住
民
や
観
光
客
の
皆

さ
ん
か
ら
の
熱
い
ご
支
援
の
た
ま
も

の
だ
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
13
日（
日
）に
行
わ
れ
る「
加

計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
併

せ
て
、開
店
１
周
年
記
念「
い
っ
ち
ゃ

む
ん
市
場
感
謝
祭
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
！

　

感
謝
祭
で
は
、
お
買
い
も
の
を
さ

れ
た
方
々
に
「
い
っ
ち
ゃ
む
ん
（
良

い
も
の
）」
の
商
品
が
そ
の
場
で
当

た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
行
い

ま
す
。

　

い
っ
ち
ゃ
む
ん
市
場
自
慢
の
農
林

水
産
物
や
パ
ッ
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、
加
工
品
な
ど
な
ど
多
数
品

揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

是
非
、
加
計
呂
麻
島
の
い
っ
ち
ゃ
む

ん
市
場
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
！

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

お待ちしています！
加計呂麻島瀬相で

農林水産物 加工品
パッションソフトクリーム
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民
泊
が
気
に
な
る
あ
な
た
へ
！

　
　
　
　
　

民
泊
研
修
会
の
お
知
ら
せ

■お問い合わせ　企画課　産業立地係担当：登島、太原、村田☎０９９７－７２－１１１２ 民泊研修

　

現
在
、
成
田
か
ら
奄
美
間
の
格
安
航
空
機
の

就
航
等
に
よ
り
、観
光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

２
年
後
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
後
は
、
さ
ら
に

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

早
急
に
宿
泊
施
設
等
を
含
め
た
受
け
入
れ
態

勢
整
備
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
が
、規
制
緩
和
、

民
泊
新
法
の
制
定
の
動
き
が
み
え
つ
つ
あ
り
、

以
前
と
比
べ
て
、
民
泊
施
設
の
整
備
が
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

民
泊
施
設
整
備
の
基
準
等
を
説
明
し
、
適
正

な
民
泊
の
推
進
及
び
宿
泊
施
設
不
足
の
解
消
へ

向
け
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
28
年
11
月
4
日
（
金
）

　

午
後
6
時
～
午
後
8
時

■
場
所　

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
講
師

　

名
瀬
保
健
所
衛
生
環
境
室

　

環
境
係
長　

桑
原　

康
輔
氏

　

衛
生
技
師　

東
瀬
戸　

大
志
氏

■
講
話

　

①
「
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
つ
い
て
」

　

②
「
旅
館
業
法
に
お
け
る
民
泊
の
現
状
と

　
　
　

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
」

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

森
林
法
第
10
条
の
７
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
、
新
し
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な

ら
れ
た
場
合
、
90
日
以
内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る

市
町
村
長
へ
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
届
出
書
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

　

届
出
書
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
及
び
前
所
有
者

の
氏
名
、
住
所
、
所
有
権
移
転
の
原
因
な
ど
の
必
要

事
項
を
記
入
し
、
①
森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図

面
及
び
②
登
記
事
項
証
明
書
や
土
地
売
買
契
約
書
の

写
し
な
ど
の
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
届
出
制
度
が
で
き
た
の
で
す
か
？

Ａ
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と

①
行
政
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
助
言
等
が
で
き
な

い
。

②
事
業
体
が
間
伐
等
を
す
る
場
合
に
所
有
者
に
働
き

か
け
て
森
林
を
集
約
化
し
効
率
を
上
げ
ら
れ
な

い
。

こ
と
か
ら
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
の
把
握
を
進
め

る
た
め
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
森
林
法
に
基
づ
く
森

林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
旨
の
届
出
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
の
所
有

権
の
帰
属
が
確
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
届
出
書
を
提
出
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
土
地
の
所
有
者
届
出
書
の
様
式
に
記
入
の
う
え
、

次
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

①
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
（
任

意
の
図
面
に
大
ま
か
な
位
置
を
記
入
）

②
そ
の
森
林
の
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
写

し
で
も
よ
い
）、
又
は
、
土
地
売
買
契
約
書
、

相
続
分
割
協
議
の
目
録
、
土
地
の
権
利
者

の
写
し
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分

か
る
書
類

Ｑ
ど
の
よ
う
に
届
出
を
行
う
の
で
す
か
？

Ａ
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取

得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出

を
行
い
ま
す
。
相
続
の
場
合
、
財
産
分
割

が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
相
続
開
始

の
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
法
定
相
続
人
の

共
有
物
と
し
て
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
届
出
書
は
、
農
林
課
農
林
整
備
係
に
て
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■お問い合わせ　農林課　農林整備係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１７４ 森林届出

▲土地の所有者届出書様式
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まちの出来事

　

宇
検
村
の
湯
湾
会
館
に
て
、
県
内

で
初
め
て
の
車
座
対
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

車
座
対
話
で
は
、
宇
検
村
、
瀬
戸

内
町
、
大
和
村
の
住
民
代
表
24
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

三み

反た

園ぞ
の

知
事
は
「
奄
美
大
島
は
、

い
ろ
ん
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
代
表
の
一
人
と
し
て
参

加
し
た
久
野
真
澄
さ
ん
は
、「
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
へ

ご
尽
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児

島
支
店
は
、
災
害
に
お
け
る
特
設
公

衆
電
話
の
設
置
・
利
用
に
関
す
る
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
住
民
に
対
し
、
速

や
か
に
通
信
手
段
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
、
避
難
所
（
53
か
所
）
な
ど
に

特
設
公
衆
電
話
回
線
を
事
前
に
設
置

し
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
無
料
で
優

先
回
線
の
電
話
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

末
吉
支
店
長
は
、「
安
心
安
全
で
、

信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
体
育
協
会
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

プ
ロ
ト
レ
ー
ナ
ー
木
場
克
巳
先
生

に
よ
る
「
体
幹
を
鍛
え
る
と
な
ぜ
い

い
の
か
、
プ
ロ
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
の

助
言
」
と
題
し
て
、
映
像
や
実
践
を

ま
じ
え
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
撲
と
空
手
を
し
て
い
る
古
中
１

年
の
西
田
湖こ

南な
ん

君
は
、「
バ
ラ
ン
ス

が
大
事
と
い
う
事
が
分
か
っ
た
。
転

ば
な
い
よ
う
に
講
演
で
学
ん
だ
事
を

活
か
し
て
、
練
習
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
消
防
分
署
は
、
阿
木
名
公

民
館
で
消
防
団
向
け
の
救
急
救
命
講

習
を
開
催
し
、
第
１
分
団
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
「
救
急

医
療
週
間
」
の
一
環
で
、
今
年
３
回

に
分
け
て
、
す
べ
て
の
分
団
に
講
習

会
を
開
く
予
定
で
す
。

　

参
加
し
た
定
岡
ひ
と
み
さ
ん
は
、

「
救
急
救
命
講
習
を
初
め
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
救
命
活
動
に
よ
り
自

信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

三反 園 知 事 と 車 座 対 話
が 開 催 さ れ ま し たNTT 西 日 本 鹿 児 島 支 店 と 特 設 公

衆 電 話 設 置 の 協 定 を 結 び ま し た

スポ ー ツ 講 演 会 が 古 仁 屋 中
体 育 館 で 開 催 さ れ ま し た 救急 救 命 講 習 が 阿 木 名 公 民

館 に て 開 催 さ れ ま し た

9月12日（月）知事と語りあいました9月13日（ 火）安全と安心のために

9月10日（ 土）プ ロ ト レ ー ナ ー が 講 演 ！ 9月4日（日）地域を守る消防団！
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まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town

　

古
仁
屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
小
学
生
27
名
）
が
優
良
少

年
少
女
団
体
と
し
て
、
鹿
児
島
県
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
老
人
福
祉
施
設

で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活
動
な

ど
を
行
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
地
域
と
関
わ
る
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
兼
監
督
の
川
井
黎れ
い

子こ

さ
ん

は
、「
今
後
も
ミ
ニ
バ
ス
保
護
者
と

協
力
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
種
競
技
選
手
の
右う

代し
ろ

啓け
い

祐す
け

選
手

が
本
庁
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

右
代
選
手
は
、
10
種
競
技
の
日
本

選
手
権
で
５
連
覇
を
成
し
遂
げ
る
な

ど
、
日
本
を
代
表
す
る
選
手
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
団
旗
手
も
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
奄
美
を
訪
れ
た
の
は
２
回
目

で
、
妻
の
ち
ほ
さ
ん
が
加
計
呂
麻
島

の
押
角
に
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
加
計
呂
麻
島
を
訪
れ
た
そ
う

で
す
。
右
代
選
手
は
、「
す
ば
ら
し

い
自
然
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

古仁 屋 ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
ク ラ ブ が 表 彰 さ れ ま し た右 代 啓 祐 選 手 が 来 庁 さ れ ま し た

9月15日（ 木）豊穣を祈る9月15日（ 木）ありがとうございます！

9月13日（火）おめでとう！9月14日（水）身長195cm、体脂肪率はなんと３％！

　

旧
暦
の
８
月
15
日
に
行
わ
れ
る
と

い
う
、
油
井
の
豊
年
踊
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
綱
切
り
と
呼
ば
れ
る
演

目
に
始
ま
っ
た
油
井
の
豊
年
踊
り
で

は
、
紙
面
を
つ
け
た
演
者
が
面
白
お

か
し
く
、
時
に
は
力
強
く
演
じ
、
観

客
か
ら
拍
手
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。　

　

豊
年
祭
は
、
豊
か
な
年
を
神
に
感

謝
し
、
更
な
る
豊
年
を
願
っ
て
行
わ

れ
る
伝
統
文
化
で
、
町
内
の
各
集
落

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
独
自
の

豊
年
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
建
設
業
協
会
か
ら
地
域
振

興
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

へ
、
金
一
封
（
20
万
円
）
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
建
設
業
協
会
か
ら
は
、
町

制
50
周
年
の
際
も
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

伊
東
会
長
は
、「
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

60
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
に

て
寄
付
の
使
い
道
を
検
討
し
、
有
効

に
活
用
い
た
し
ま
す
。

県指 定 無 形 民 俗 文 化 財「 油 井 の
豊 年 踊 り 」 が 行 わ れ ま し た瀬戸内建設業協会から町制施行 60

周年記念事業へ寄付がありました
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県・地区大会結果 今月の表彰者 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

今後のお知らせ 

第 62回古仁屋高校文化祭 

10月 29日（土） 9：00開演 

テーマ 「５２８ Ｉｓｌａｎｄ Ｔｉｍｅ ～いもーれ古高祭～」  
 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 

私たちはなぜ学習するのか 
教頭 石神正憲  

現在，私たちの周囲には，自由に楽しめるものであふれています。例えば，今日一日家でするべきことがなかったとしても，テレビやゲーム，イ

ンターネットなどを始めれば，時間はあっという間に過ぎてしまいます。家ですることが何もないから学習でもしよう，となることはほとんどない

でしょう。つまり，自主的に学習するには，その必要性を感じなければなりません。 
では，私たちはなぜ学習するのでしょうか。学習している人にその理由を尋ねると，進路目標達成のためや，その教科・科目が好きだからもっと

知りたいなど，目的はみな違うかもしれません。しかし，目的は違っても共通して言えることは，学習することで，知識が増えるだけではなく，様々

な見方や考え方を身に付け，将来，問題が起きたときに解決する能力や，よりよく生きるための判断力などが高まるということです。これらの力は，

今後ますます激しく変化する社会を主体的に生き抜くために，特に必要な力だと言われています。 
そこで，高校生が最低限やらなければならない学習を，ここでもう一度しっかりおさえましょう。高校生にとっての学習は，学校での授業と自宅

学習に大別できますが，この自宅学習を行うことによって，復習，予習をしながら主体性を育成することができます。 
復習について 
学校の授業で学習したことをもう一度振り返ることで，学習内容の理解を深めたり，学習内容の中に疑問を発見したり，理解を定着させたりする

ことができます。既習内容の理解が不十分だと，その後の授業を理解するのは困難です。復習の方法として，その日の授業ノートの見直しから始め

てみましょう。 
予習について 

授業の内容をあらかじめ知っておくことで，授業中の理解を深めることができます。また，予習のとき理解できなかった点を，授業中特に集中し

て取り組むことができ，それでも理解できなければその日のうちに質問し，解決することができます。予習の方法として，次の日の授業の教科書を

読むことから始めてみましょう。 
主体性の育成について 

自宅学習は授業とは違い，自分のペースで進めることができます。計画の立案や修正は，親や先生にしてもらうのではなく，自分自身で行い，責

任をもつことが大切です。その結果，成果を感じれば達成感を味わうことができ，成果を感じなければ自分で計画を修正することができます。そう

することで，様々な課題に対して主体的に取り組む態度が育まれます。成果の有無がすぐ見えるように，まずは，短期間の自宅学習計画を立ててみ

ましょう。 
以上，学習の必要性について述べましたが，全て当たり前のことのように感じます。しかし，実行し続けることは容易ではありません。高校生で

あるという自覚をもって頑張り続け，皆さんが将来，激しく変化する社会の様々な分野で，一流のプロとして活躍してくれることを期待します。 
 

県大会 

●野球部 

3回戦進出 

地区大会 

●柔道部 

団体2位 

●バスケットボール部 

男子3位 女子4位 

●ソフトテニス部 

男子5位 女子5位 

個人戦女子  

亀岡・仁科組ベスト８ 

●サッカー部 

 6位 

  

ＷＥＢアプリの開発を目指して 

プログラミング学習 

左から  
2年 渡邊 穂 全日本高校大学生書道展 優秀賞 

3年 西岡 恵美奈 ビジネス文書実務検定1級合格 

1年 吉 眞奈佳 県民体育大会･大島地区大会砲丸投2位 

校外学習 

（古仁屋高校振興対策事業の一環） 

おいでよ！古高へ！ 
楽しいイベント，おいしい食物バザーもあるよ。 
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戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　
豊　
　
　

健た
け

琉る　
　

真
人　
　

古
仁
屋

　

櫻
田　
　

一い
ち

華か　
　

礼
生　
　

古
仁
屋

　

岡
田　
　

星せ

愛な　
　

一
一　
　

嘉
鉄

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

森
田　

明　
　
　

奄
美
市

　

中
村　

真
理
子　

東
京
都

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

富
田　

福
常　
　
　

93　
　
　

勝
浦　

　

坂
元　

伸
雄　
　
　

81　
　
　

伊
須

　

三
島　

敏
德　
　
　

82　
　
　

古
仁
屋

　

仲
村　

昭
子　
　
　

88　
　
　

古
仁
屋

　

森　
　

シ
ズ
エ　
　

91　
　
　

古
仁
屋　

　

安
井　

忠
憲　
　
　

64　
　
　

古
仁
屋

　

米
山　

孝
子　
　
　

82　
　
　

阿
室
釜

　

田
中　

千
津
子　
　

74　
　
　

嘉
鉄

　

岡　
　

ハ
マ
子　
　

81　
　
　

蘇
刈

　

永
井　

フ
ジ
エ　
　

95　
　
　

久
慈

　

金
成　

政
惠　
　
　

84　
　
　

古
仁
屋

　
【
遺
族
】　　
　
　
【
故
人
】　　
【
住
所
】　　
　
　

　

坂
元　
　

寛
文　
　

伸
雄　
　

松
江

　

富
田　
　

マ
ス
子　

福
常　
　

船
津

　

仲
村　
　

嘉
恭　
　

昭
子　
　

瀬
久
井

　

平
野　
　

久
子　
　

一
樹　
　

松
江　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
金
９
万
円
也

急な用事の時、子どもの預け先に困ったことはありませんか！？

「ママ・サポ・スマイル」
９月より、海の駅２階の旧寅さんスペースにて、６ヵ月～６才
までのお子様をベテラン保育士が大切にお預かりしています。

現在プレオープン中　■営業時間：平日10時～ 15時
■営業日：月・火・木・金、■定休日：水曜、土日祝日
■料金１時間500円（初回のみ、保険代含む1,500円が別途必要）

瀬戸内町子ども一時預かり推進協議会 予約：080-8582-5578

広告

「
お
誕
生
」、「
ご
結
婚
」、「
お
く
や
み
」
は
9
月
に
届
け
ら
れ
た

分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

平
成
28
年
9
月
分

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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成
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月
号
　
N
o.692

発
行

：
瀬

戸
内

町
役

場
　

編
集
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企

画
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直
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〒
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児
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県
大

島
郡

瀬
戸

内
町

古
仁

屋
船

津
23

番
地

瀬
戸

内
町

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
https://w

w
w
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n.setouchi.lg.jp

瀬
戸

内
町

特
産

品
販

売
組

合
「

ゆ
り

ど
ろ

」　
http://w

w
w

.yuridoro.com
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敬老祝い金を贈呈しました｜ご長寿おめでとうございます！

60周年記念切手が完成！｜企画課で購入できます

ふるさと応援基金により運搬車を購入｜笑顔を運ぶ

里山関がエフエムせとうちに！｜奄美場所８年ぶりに

9 月 21 日水曜日、町内のご長寿の方を対象に敬老祝い金と
記念品を贈呈しました。代表して、100 歳になる仲フミズ
さん（大正 5 年 3 月 15 日生まれ）と麓

ふもと

清
せい

雄
お

さん（大正 4
年 11 月 20 日生まれ）を訪問しました。

■お二方にご長寿の秘訣を聞いてみました。
　仲フミズさん　「考えすぎないこと」
　麓清雄さん　　「運動すること」
ご長寿の皆様とご家族の皆様、おめでとうございます！
これからも、ますますお元気でありますように。

9 月 26 日月曜日、　町制施行 60 周年を記念した切手
が完成し、贈呈式が行われました。
　記念切手は、ホノホシ海岸やデイゴ並木、ウケユリ
などの自然や諸鈍シバヤなどの伝統文化をテーマにし
ています。
　現在、企画課で１シート 1,800 円（送料込）にて
販売しています。詳しくは、企画課企画振興係
　　　　　　　　　☎０９９７－７２－１１１２まで

9 月 21 日水曜日、2015 年ふるさと応援基金（通称
ふるさと納税）総額 7,401 万 7,803 円を活用して、
購入した運搬車両（約 290 万）の納車式がありました。
　演奏を聴いた人が笑顔になるように願いを込めて、

「Carry Smile（笑顔を運ぶ）」と名付けられた運搬車両
は、吹奏楽部やホノホシ太鼓など、青少年健全育成活
動で使用する楽器等を運搬するために活用されます。

９月 27 日火曜日、里山関と大相撲奄美場所勧進元の
近藤将大さんが瀬戸内町を訪れ、エフエムせとうちに
出演しました。
　ラジオでは、里山関や近藤さんの大相撲の話や 12
月 15 日奄美市の名瀬総合体育館で 8 年ぶりに開催さ
れる大相撲奄美場所の話などで盛り上がり、終始にぎ
やかな雰囲気でラジオの収録が行われました。

▲仲フミズさんと

▲麓清雄さんと


